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卸回高濃度地区；三池、！日小学校周辺（2008年9月26日）
DOAS観測対象地域（三宅島）の背最
・2000年の三宅島噴火によって全島畏が島外へ避難したが、 2005年2月1
日に遜総指示が解除し、2011年1月現在の人口は2,794名（広報みやけ、
Vol.490) 
・噴火当初（2000～2002年）は4000～8万トン／目、今もなお5,00～1,500トン／
臼の多量の火山ガス（S02）が放出しており（気象庁2002,2011）、泥流の土佐積
した地嫌においては地下水水質に悪彫響を及lます（Machiadaand Lee, 
2008) 
・火山ガスの影響により交通機関である航空機の2010年（1/1～1/30）の
就航患は約33.3首（広報みやけ、Vol.490)
http:/ /www.miyakemura.com/kouhou/kouhou.html 
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三宅島噴火畿の火山ガスのモニタリングを行い、火山噴出物
表層部の実態を把握することを目的とする
坪回高；理度地区：l日小学校周辺（2003年2月19日）
主平岡高濃度地区：釜方砂流ダム（2003年2月19B)
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坪園高温度地区：釜方砂流ダム（2008年5月17日）
火山泥流によって破壊された道路（2003年2月25日）
季節ごと月平均S02濃度の経年変化
・噴煙・火山ガスが強風によって吹きおろされるようなとき、風下で高
温度S02が観測される（飯野・木下ほか2005、東京都2003)
・三宅村役編による地上測定局（全14笹所）の火山ガス（S02）データ
(5分値）から月平均値を算出
－避費量指示解除（2005年）後の2006年から2009年までの季節ごと月期l
so2a襲度の経年変化を絶握
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三宅島噴火前（ASTER_VNIR) 三宅島償火後（ASTER_VNIR) 
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色マー ク：地上測定局
ミ色マー クー DOAS観測
大気中の微量気体の輸送スケールと生存時間
定点測定は必ずしもその周辺地域の漉度を代表するとは限らない
! 火山ガス観測には，比較的簡便な装置で長距離区間の微量気体成
分の平均濃度をその場観測できる長光路差分吸収分光（Differential
Optical Absorption Spectroscopy, DOAS）法を用いる
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三宅島火山ガス観測（SO)
・期間：2009/12/19～2009/12/23
阿省高温度治区、鐸国高.. 治区の2総点で岡崎針測
・DOASl!l測（同省高温度地区）
光源：キセノン光源（150W浜松ホトニクス）
UV対応自作望遠鏡・口径100mm （ニュートン式
反射型焦点fi緩868mm)
分光器 USB2000 （フレーズ波長 300nm)
光路長：1.3附n
・DOAS観測（線図書温度地区）
光源キセノン光源（300W：パーキンエルマー）
UV対応自作鐘遠鏡．口径1DOmm（二ュ一トン式
反射型焦点m継400mm)
分光8:HR4DOO
先路長：480m
DOAS法の種類
DOAS法 （Differentia川pti叩 lAbs岬凶nS田 ctrosc叩 y：益分吸収分光治）
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成分の平均.. を算出
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二酸化硫黄（S0.2_）の吸収断面積
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・S02は紫外減300nmと赤外域8-9.Sμmlこ強い吸収帯をもっ（AC.Vandaele et al.1994) 
・DOAS観測は紫外繊の300～310nmの波長帯域を用いて解析
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三宅島火山ガス観測（S02)
・期間：2010/09/22～2010/09/29
同省高怠廃絶区、鐸問責温度治区の2地点で同時計測
・DOAS観測（阿古高温度地区）
光源：キセノン光源（150W:浜松ホトニクス）
UV対応自作望遠鏡口径100mm （ニュートン式
反射型焦点m荷量868mm)
分光器 USB4000(0.22｝→2000（分解能0.3nm} 
光路~： 1.1km
ON・OFF間隔 3.6秒で一周期
・DOAS観測（坪回高濃度地区）
光源ー キセノン光源（300W：パーキンエルマー）
UV対応自作望遠鏡．口径10Dmm（二ュ一トン式
反射型 焦点距雄400mm)
分光曇：HR40DO分解能0.23nm 
光路長：480m
DOAS法の観測装置（光源装置）
航空障害灯
可視光のみ
日中のみ
キセノン光源
可織型
紫外対応
園 日中夜
叉~光 （MAX-DOAS)
・相対的なガス－目置が算出される・B中のみ
DOAS法の観測装置（受光装置） 解析手法（DOAS法によるスペクトル解析の例）
光学的厚さ｛τ）の織成比 S02吸収断面積（cr)
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σ（λ） 分子の吸喰軒面穣
N 回分子数密
園町 吟：？
USB4000回折格子の効率 HR4α）（）回続格子の効率
低周波成分の除去には
憲小ニ乗法を用いた
解析手法（DOAS法による解析） 2009年（12/20～12[23）のDOAS解析結果
畿潰1期間中のON判定しきい値と
スペクトラルマッチングの相関係数R2償
iぺ
2酷 ヨ訓o )llO 310 120 
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観測スペクトル
2009/12/21 14跨37分
光路長：480m
光源：300WXe-CW 
分光響：HR4000
解析波長：300-310nm
対象徴.気体.S02
(Vandaele et al., 2003) 
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環ti!~• ＝ニ画由化情貧
1時開催の1日平均値が
O師陣m以下であり．かつ、
1時間値がal陣m以下であ
ること
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1時間値の1日平均姐が
目。叫岬m以下であり、かつ．
1時間値舟《0.1陣m以下であ
ること
1平田高温度地区
~ I個 湖 沼帽 附 l畑 2:00 H)O 風下と霊直な光柚より
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ご静聴ありがとうございました
Thank you for your attention! 
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まとめ
・DOAS法と地上測定による火山ガス（S02）濃度は類似した時系列変
動が観測され、高濃度の火山ガスが広域に分布していることを把握
．西風が顕著な時に風下の坪田高濃度地区で高濃度S02が発生
していることをDOAS観測により明らかにした
・西風が顕著な時に風下と閉じ光軸と風下と垂直な光軸でS02；鷺度が
異なることが明らかになった
・阿古高；貰度地区において定点測定で観測していないS02濃度を
DOAS観測によりS02濃度が発生していることを明らかにした
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